






































































































































































5．教 師 別 正 友 音 吋 ，只 址 液 韓 的 学 9人 7人 4人
生 自己笈 音 45％ 35％ 20％
6．教 師 別 正 友 音 吋 ，址 全 体 学 生 一 5人 8人 7
起 来 珠 刃 25％ 4096 35％
7．教 師 別 正 笈 音 吋 ，先 址 全 体 一 起 1人 8人 9人 1人 1人


































































12．教師擾 向，全体学生根据深 文回 5人 8人 4人 3人
答 何題 25％ 40％ 20％ 15％
13．教肺矧 句，一全学生根据漢文 回 1人 6人 9人 4人










15・学生之同的接力 向答 （ql→Al 4人 8人 7人 1人
／q2→A2／q3→‥ ・） 20％ 40％ 35％ 5％
16．址 学生看着黒板上教師写出的重 5人 8人 7人
点珂活 ，麦述 漢文 25％ 40％ 35％
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17．文体韓 換 （対塙的漢文交成 一全









































19．套用深文 中的句式 ，対学生的真 3人 7人 9人 1人
粟生活逆行 向答 15％ 35％ 45％ 5％
20．併真情景交障 （漂 文中是伽畔鰭 ， 1人 9人 7人 3人








22．教師 等出重点同債 ，址学 生用法 2人 5人 11人 2人
些凋涛鶴 出一介新 的対 涛 10％ 25％ 55％ 10％
23．四人一組表 演
1人
5％
0
5人
25％
10人
50％
4人
20％
仇統汁結果笈現，学生長音軟的方式是“二人一組AB式的互功妹刃”，高
速90％－‘‘套用漢文中的句式，対学生的真実生活逆行向答〝、“併真情景交
除”都是50％的学生音欺i而表濱只有5％的学生喜攻。迭可能和日本人音款
在‾全井然有序的杯墳里生活有美。学生椚八第一事裸升始差不多就固定下了
自己的座位，因両部自己勇迫的同学比較熟番，二人一組AB式的互功蛛司自然
就成丁首迭0教師在粗鉄深堂活功吋也笈現，如果奔迫的同学没有来上裸，艮
然教肺重新鋭含了丙全学生，但是互助殊刃一完成，丙全人雪上又回到自己原
束的座位上。“日本基本上是一十単民族的国家，以秩序井然、烙守規矩著称。
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社会在良好的軌道上返詩，十人前途折梯上升，一般不全停滞，也碓以遠越，
因此比在大多数国家更容易預測【9】”，由此可以推測出学生不大書款変化，而
編一十新的対濱和衷演，却需要学生側新。
五、教学模式的探索
根据篭者上述約一些曽斌和学生意見的反俄，計対初級水平的汲漕口唐環
的教学模式大致可以思培如下2
1．教師要多額壊生詞和深文，迭可以拾学生起到一十示乾作用1
2．教師要不灰其煩地姶学生糾正友音，国力学生己条充分弘明到友音准
魂的重要性1
3．可以使用多稗方法学刃生伺，以避免枯燥乏味3
4．口語裸硬汁的基本出没点是淡講和交往，与其官凍型相比　口語凍上
姉生之陶、学生之回的情感交流与互助更加頻繁，所以瑳漢文吋，可
以在学生之間或卵生之阿分角色逆行i
5．ロ漬深主要是以訓妹説濱力主，国而学生在学刃了一定的伺忙和句式
之后，妬刃的重点是如何通用所学知現在□共上表迭出来。而初錬水
平的学生，在口共表込的辻程中全通到何題，容易戸生挫折感，勢必
会影鴫其学刃熱情和親扱性，所以剛学完漢文的吋候，痙核多用‾些
死的交際套清逆行嫉乳之后再来用情景活用等友拝学生創造性的方
法。撮同式鼠然是一十重要的手段，但是教師要道当減少計対一全学
生的捉軋力了址学生牢記交除套漕，可以来用麦述凍文和文体韓換
的方式i
6　“口語深作カー11独立的深程．不仮有独立的生伺及清法教学素銃，
而且教授的是活的培言，通用中的培言”，所以教師要“重新没汁、亀
玖教材中的活功内容，把単純偉授清吉知切辻渡到対学生悟言交除能
力的培券，使学生跳出深本清吉形式的桓梶，造庇清吉自身的随意性
都側造性，充分凋功学生学刃的自主性【10】”，而有美活用清吉知切約
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教学活功，以二人一組AB式的互功殊刃力最任。
教学是肺生之間的交障活功，是交流思想、情感和信息的辻程，也要通辻
各村各拝的教学活功来実現，所以教師要合理地殻汁教学任各，膏造交陳情填，
カ学生提供学以致用的机会，便学生休会到清吉通用的成功，述而降低悦況清
的焦慮程度和書羞程度，不断増強自信心同吋，述要突出藻堂教学的互功性，
激笈学生自主学刃的釈根性，把漕言学刃和現安生活紫密地朕素起来，不断捉
高学生的口共表迭能力。
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李氏の原稿翻訳
中国語初級レベルの日本人学生に対する口語教
育のモデルケースの探究
矢嶋美都子訳
要旨　本論は、初級段階の中国語口語教育の任務と目標、及び日本人学生の
中国語学習の特徴を述べ、初級レベルの日本人学生に焦点を絞った中
国語口語教育法を分析した。学生のコミュニケーション能力向上を可
能にする教学モデルケースの探求を期すものである。
キーワード　　初級中国語口語科目、日本人学生、教室教学方法、教学モデ
ルケース
対外中国語教育における口語科巨＝ま、学生の口頭発表能力とコミュニケー
ション能力の養成、訓練を目的とする技能科目である。学生が中国語を学ぶ
主な目的は、習得した中国語で中国人と交流できるようになることにあり、
口語科目の任務も中国語運用方法の伝授にあるので、口語科鋸は教員からも
学生からも重要視されている。
－、初級段階の口語教育の主な任務と邑標
言語の本質はコミュニケーションで、対外中国語教育は学生の中国語理解
とその運用能力の養成にあるが、特に「話す」が主体である口語教育は、学
生が実際の生活の中で使える、口頭コミュニケーション能力を養成すること
が、最も基本的にかつ重く求められている。口頭会話能力は、外国語をどれ
くらいマスターしているか、実際の応用能力がどれくらいであるかを表すか
一183－
らである。
《高等学校外国人留学生漢語教学大綱（長期進修）〉の規定は、初級段階
の口語教育の目標を次のように求めている。“一つ一つの漢字、単語の発音
が比較的正確で、イントネーションに母語の影響が多少あっても表現した意
味が一貫し、基本的に聞き手に理解してもらえる；日常生活の中で対面、紹
介、祝賀及び質問、買い物など基本的な口語会話ができる；学んだ語彙で自
分の意思を表現する或はあることの基本的な内容を叙述できる；一フレーズ
内の誤りは30％を超えない。’
同時に〈大綱》は、初級段階の口語教学四等級への要求を次のように制定
している。“一級は完璧な単文と簡単な問答会話に重点を置く。二級は問答
会話を主体とした訓練。三級は会話を基本として、短い文をつないで一段落
の話にする練習を始める。四級は口語訓練を主体とし、文を集めた短い一段
落の話をするが、話す速度に適度な速さを加えて、流暢さを向上させる。”
注1
日本の大学の中国語教学には明確な目標が示されていない。“外国語能力
の養成と学生の言語コミュニケーション能力の養成。外国語大学と総合大学
の中国語学科の教学目標は研究者養成を主とし、言語技能力、言語コミュニ
ケーション能力の養成はあまり重視しない。一般教養科目の中国語の教学目
標も明確でなく、殆どの大学の履修案内に、‘中国語学習を通じて中国の文化
を理解し、異文化理解をひろめる’とあるが、実際には何の文化教育授業で
もない。”注2
調査の統計に拠れば、“三分の一以上の学生は、中国語の授業を、ある場
面の会話の授業として出席したいと求めている。これは彼らが中国語の授業
を、文化や単純な言語の授業とは見倣しておらず、彼らの文化的な環境の中
で会話を学びたいという要望を示している。この要望は初級クラス、中級ク
ラスで終始一位を占めており、無視できない。’’往3
以上のことから、日本国内で中国語の授業をする時に、教師は《大綱〉の
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要求通りにはできないし、学生の当該科目への要望を考慮せざるをえないの
で、授業中に絶えず調整し、学生の実際の要求に対応する必要がある。
二、亜細亜大学の中国語口語科目の教学状況
亜大の学生は、共通科目の外国語は、英語のほかにフランス語、スペイン
語、中国語などから一語種選択し、担当教員は殆どが日本語で授業をする。
亜大に招聴された中国人教員は、経営、経済の二年一組を週一回（90分）、
法学部二年一組と、夢カレッジ二年生、国際関係学部三年生のクラスを各週
二回を担当した。限られた授業内で如何に学生の口語表現能力を向上させる
かが、当面する現実の問題である。
学生の中国語履修動機を法学部二年一組20名にアンケート調査した。
結果は表1の如くで、上位三位は、就職に有利（中国関係の）40％、学び
やすい（日本語の漢字と共通）20％、中国文化に興味がある、家の人の影響
が各15％。学習動機が明確なのは55％に過ぎない、これは教師に授業に対す
るかなり大きなプレッシャーとこの現実に立ち向かわねばという気持ちを掻
き立てる、なぜなら学習動機は学習効果を決定するからである。
三、日本人学生の中国語学習の特徴
話しをすることは大脳の出力過程として、話し手に敏捷な反応と主体性を
求めるので、授業中、学生の大脳は活発になり、情緒は緊張する。ただ彼ら
は成人で、すでに成熟した思想を持っている一方で、中国語のレベルはまだ
低く、中国語で自分の考えを表現しようとする時に、意余って力足らず、焦
りが生じる、これは口語の授業に普遍的な心理的な壁となる。
筆者のアメリカDartmou仇Collegeでの教学体験から、アメリカ入学生は
湊字の基礎力や読み上げ力は弱いが、聞く話すに強く、特に口語表現能力は
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読み書きの力をはるかに超えている。彼らの多くは外交的でよく考え自我意
識が強いので、授業中も非常に積極的主体的である。これはアメリカでは個
性の突出に重きが置かれているからであり、学生は先を争って発言し自分の
考えを述べる、しかも自分の考えが他人と違っていればいるほど、考え深い
ことの証明になる。また、授業中、分からなければ、すぐに挙手して質問す
る、彼らは本来、人の目は気にしていないし、面子を大して重要なものと考
えていないのである。
さらに、彼らは刺激と挑戦を好み、マンネリの教学パターンを嫌がり、教
師の支配的な言葉やトレーニングには嫌悪を感じ、特に言い換え練習、課文
の朗読の繰り返し、課文の内容叙述、繰り返しの発音矯正は彼らをうんざり
させる、すでに知っていることの反復練習は必要ないと思っているのである。
教学法のマンネリは学習意欲の低下とクラスの雰囲気の停滞を招くので、教
師は教学法の不断の更新と改革が必要となる。彼らの活発な性格は学習上の
焦りを減らし、口頭発表したい気持ちと口語表現力を強くする。実際に中国
語を使う目的が明確ならば、口頭コミュニケーション能力は向上する。授業
に次の工夫をして効果があった。学生の想像力と創造性を発揮させる演技、
ある場面の模倣、各種の遊戯、ある語句を用いた物語の作成、司会者になる、
PPTを使って説明するなど。
“歴史的にみると、日本の伝統的な中国語教育は‘目読主義’で、‘訓読’
法を用いて、読めて理解できればよしとされた、伝統的な漢学研究が目的だ
からである。’’；しかも“多くの日本人は内向的で群れたがり、という心理的
特徴があり、一般的に大勢の人の前で存分に自分の考えを言うことを好まな
いし、得意としない、自発的な発言などするはずもない。”注4
これは学生の焦りを悪化させる要因であり、口頭コミュニケーションの巨
大な壁となる。
《日本の大学の中国語教育問題》に、日本人学生の外国語学習の特徴が述
べられている。“外国語学習の伝統的方法は、読んで訳すことを重視し、口語
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は重視されなかった。一般の学生の学習の特徴は、1、読み書きは強く、開
く話すは弱い、2、授業は受け身で発言は少ない、3、勉強は裏面巨＝こ努力
する”注5
“相手が言わなくてもその心を読めるのが日本人の特徴で、お分かりのこ
とと思いますのでこれ以上は申しません、を好み、他人に自分の意図を察し
てもらう”注6
日本人学生の性格は比較的に内向的で、恥ずかしがり屋、大勢の前で話す
ことに慣れておらず、特に自分の考えを表現するのは不得意で、その上プラ
イドは高く、人前で間違うのを恐れる、教室でもかれらは黙々と読書するの
を好み、発言したがらない、だから質問をする或は回答するにも主体性、積
極性に欠ける、これらは外国語学習において、あまりに自我を守りすぎるこ
とであり、自分の進歩を阻害する要因といえよう。従って、教師は学生に
あった教学方法を選択する必要がある。つまり、学生に学習を通じて、自信
と成功した気持ちを持たせ、失敗を恐れないようにさせねばならないのであ
る。
四、教室での授業に採用する教学方法
呂必松の《対外漢語教学発展概要》に次の指摘がある。“八十年代以降の
改革は、自分の経験の総括と各外国語の教学流派との比較を基徒として、主
要な教学傾向、新しい教学法を編み出した。概略すると、学生のコミュニ
ケーション能力の養成を基本日的とし、学生の特徴と学習目的に基づいて教
学内容を確定し、構造、情景、機能を互いに連関させる教学の原則を貫いて、
様々な方法で様々な言語技能の訓練をする’’注7
具体的に言うと、“口語教育の目標は、学生のコミュニケーション能力の向
上、つまり発音と言語が正確で、適切な言葉遣いでの表現ができるようにす
ることで、これは言語とその言語に関連する文化知識の基礎の上に建立され
－187－
ねばならない。ただ初級段階では、学生の中国語言語能力養成に重点を置く
べきで、教学の重点は語素（訳者注　形態素、音声と意味が結合した最小文
法単位）学習と言語技能訓練、例えば、発音、基礎単語、文型では単文練習
など。初級段階では通常、語句、文、一段落の文、一幕の文の順を口頭表現
の訓練過程とする。一段落の文の訓練方法は、質問式、叙述式、空欄補充式
がある。；教学では文脈を重視し、ある文脈の中で日常口演会話が内包する
文化に重きを置く。；各言葉の発音も重視する。”注8
学生に相応しい教学モデルケースを探すために、筆者は法学部二年一組の
授業でいくつかの試みをし、前期の未に20名の学生にアンケート調査をした。
教材（『実用漢語課本J相原茂、徐甲申著　東方書店　東京　2004年出版）
には毎課、新出単語、基本文型、本文、練習問題があるので、これらに基づ
いて教え、一部については逐一説明した。
1、新出単語について
教師が先に新出単語を読み、学生も順にそれを発音し、そのつど教師が発
音矯正をする。；その後、本文の内容に基づく語句の応用練習をして、学生に
本文中の文型を熟知させ、また、絵を描かせたり、新出単語の復習もした。
このやり方への学生の反応は表2
表から、教師が先に新出単語を読むことは95％の学生が、本文の内容に基
づく語句の応用練習は70％、絵画法は80％が好んでいる。90％が発音矯正を
望んでおり、読み間違った者だけが発音しなおすべきと思うのは80％、全員
一緒に発音したいは65％。学生が発音の正確さを求めているのが見て取れよ
う。
2、基本文型について
各課に幾つかの重要な単文即ちきまった語句の組み合わせや文法現象を含
む非常に有用な文型があるので、これらをしっかり覚えさせるために、拡大
発展法とディクテーションを採用した。表3。しかしディクテーションを好
むのは30％であった。外国語を開くのと書くのとを同時に行うことは学生に
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は過剰負担であったと思われる。
3、本文（会話体）について
新出単語と重要な文型の後、教師は本文のお手本読みを始める、学生が非
常に発音を重視しているので、間違い易いところは何度も読まねばならない。
その後、学生同士、学生と教師で役割分担して本文を読む。；学生の本文把
擾状況を調べるためには、質問式、空欄補充式を採用した。口語表現は最終
的には単文から一段落の話まで移行せねばならない、一段落の話を表現する
技能を養成するために、テキストの内容を自分の言葉に置き換える、或いは
文体変換の方法を採用した。その他、社交の常套句を適宜に用いて口語の流
暢さを補強した。もし学生がすらすらと言えれば、学んで実際に役立てるこ
とになり、交際相手に礼儀正しく、落ち着きがあり、流暢だという印象を与
えるはずなので、筆者は学生に本文も暗記させた。その結果は表4
教師のお手本読みを好むは95％、学生同士、学生と教師で役割分担して本
文を読むのを好むのは各85％、約％、質問式は60％前後であるが、教師が質
問して一人の学生が本文の内容に基づいて答えるやり方に関しては35％が好
むだけであった、大勢のいるところで個人が発言したがらないことと関係が
あろう。テキストの内容を自分の言葉に置き換えるのと文体変換の方法は
65％が好む。本文暗記を好むのが5％は、この方法は単調で無味乾燥だから
と思われる。
4、練習の方法
本文の内容はコミュニケーションの場面により多くの類型に分けられる。
例えば挨拶、自己紹介、人を紹介する、道を尋ねる、買い物などで、これら
の多くのコミュニケーション常套句は、日常生活の中での使用頻度がきわめ
て高いので、学生には強化訓練をして、学んで実際に役立てさせる必要があ
る。五種の訓練を試みた。
第一は、学生に本文の内容に基づいて、本文中の文型を彼らの実際の日常
生活にあてはめた問答練習をさせる。第二は、ある場面での擬似会話をさせ
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る（例えば、本文では加排館になっているところを茶店、レストランにする
などして）第三は、二人一組のAB式の練習。第四は、教師が重要語句を書
き出し、学生にそれらを用いた新しい会話を創造させる。第五は、四人一組
の実演。その結果は表5
第三を好むは抑％、50％が第一と第二を好むが、第五を好むが5％なのは、
日本人が整然と秩序ある環境で生活していることに関係あろう。学生たちは
薇初の授業から自分の座る位置を固定しているので、近くに座る学生のこと
はわりとよく知っており、だから第三が首位となったのである。授業中に気
がついたことだが、近くに座る学生が欠席のとき、教師がほかの学生と組ま
せても、会話練習が終わるとすぐに、元の座席に戻ってしまう。
“日本は基本的に単一民族国家で、整然とした秩序があり、決まりを厳守
することで有名である。社会は良好なレールの上で運営されており、個人は
未来への階段を上ってゆくが、この流れは停滞するはずがないので越えてい
くことは難しい、だから大多数の国々よりも予測が容易なのである”注9
ここから学生が変化を好まないことが推察されるが、新しい会話や実演の
創作は、学生に新機軸を打ち出さすために必要なのである。
五、教学モデルケースの探究
以上に述べた筆者の試みと学生の意見をフィードバックすると、初級レベ
ルの中国語口語科目に焦点を当てた教学モデルケースは、おおよそ以下のよ
うに総括できよう。
1教師は新出単語と本文を何度もお手本読みすべきである。
2　教師は学生の発音矯正を面倒がってはいけない、学生は発音が大事だ
とよく承知している
3　新出単語の学習は多様な方法を用いて、無味乾燥にならないようにす
る。
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4　口語科目の授業計画の基本的な出発点は二人以上の会話と交際であり、
他の科目と比べると、口語科昌の授業では、教師と学生、学生同士の
気持ちの交流と影響しあうことがより頻繁なので、本文音読の時に、
教師と学生、学生同士で役割分担の音読をするのがよい。
5　口語科目は話をする訓練が中心なので、ある程度の語彙と文型を学ん
だ後の練習の重点は、学んだ知識をどのように運用して口頭で表現す
るかである。
しかし初級レベルの学生は口演で表現する過程で、問題にぶつかる
と挫折感を持ちやすく、学習への意欲や積極性が萎えてしまうから、
本文を学び終わった時点で、きまりきった社交常套句での練習を何度
も繰り返させ、それから場面を活用する等学生が創造性を発揮する方
法をとるべきである。
質問法は重要なやり方だが、個人へ集中的に行うのは控えた方がよ
い。社交常套句を覚えさせるためには、テキストの内容を自分の言葉
に置き換える方法、文体変換法をとるのがよい。
6“口語科目は独立したカリキュラムとして、新出単語と文型の教学シ
ステムがあるだけでなく、教えるのは生きている言葉、使われている
言葉である”だから教師は“教材の中の活動内容を改めて組み立て、
単純に教え伝えられた言語知識を学生のコミュニケーション能力養成
にまで移行し、学生を塑どおりの教科書言葉の枠外に飛びださせ、言
葉自身の随意性や創造性に慣れさせ、学生の学習に対する自主性を存
分に引き出すべきである”ラ主10。
言語知識を生かすことに関する教学活動は、二人一組AB式の互い
に影響しあう練習が一番よい。
教学は教師と学生の付き合いであるが、この思想、感情、情報の交流は教
学活動を通じて実現すべきものだから、教師は合理的に教学任務を構想し、
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コミュニケーション場面を構築し、学生に学んで実際に役立つ機会を提供し、
言葉を使った成功感を体得させ、さらには中国語を話すときの焦りや恥ずか
しさの度合を下げさせ、絶え間なく自信をつけさせる。同時に授業中の互い
の影響を際立たせ、学生が自主的に学ぶ積極性をかきたて、中国語学習と現
実生活を密接に関連付けて、絶え間なく学生の口頭表現能力を向上させる必
要がある。
＊訳者注、表1、5と注1～10は省略、原文を参照してください。
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